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平
成
二
六
年
度
（二
〇
一
四
年
度
） 

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程
（前
期
課
程
） 

言
語
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
領
域 

試
験
問
題
（日
本
語
） 

 

（
注
） 
問
題
用
紙
六
枚
、
解
答
用
紙
三
枚
、
下
書
き
用
紙
一
枚 

 

問
題Ⅰ
、Ⅱ

、Ⅲ

の
解
答
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。 

 

問
題Ⅰ

 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

   
 

 

（引
用
文
省
略
） 

  

（藤
原
正
彦 

二
〇
〇
五 

『国
家
の
品
格
』 
新
潮
社
一
四
三
～
一
四
七
頁
よ
り
引
用
） 

 

問
一 

傍
線
部
（一
）に
つ
い
て
、
筆
者
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
。
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
二 

傍
線
部
（二
）の
「
外
国
語
に
か
ま
け
る
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。 

問
三 

問
題
文
を
百
字
以
内
に
要
約
し
な
さ
い
。 
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問
題Ⅱ

 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 
 

 

（引
用
文
省
略
） 

  

（内
田
樹 

二
〇
〇
二 

『寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
』 

文
芸
春
秋
社 

六
〇
〜
六
三
頁
よ
り
引
用
） 

  

問
一 

従
来
の
言
語
観
と
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
観
に
つ
い
て
、
英
語
のsh

eep

と
フ
ラ
ン
ス
語
のm

o
u
to

n

の
例
を

使
っ
て
、
両
者
の
違
い
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、
三
百
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。 
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問
題Ⅲ

 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

   
 

（引
用
文
省
略
） 

  

白
井
恭
弘 

二
〇
一
三 

『こ
と
ば
の
力
学
―
応
用
言
語
学
への
招
待
』 

岩
波
書
店 

一
四
六
〜
一
四
七
頁
よ
り
引
用
） 

  

問
一 

傍
線
部
（
一
）
「
母
集
団
を
正
し
く
と
ら
え
て
い
な
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
例
に
、
百
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
（
二
）
「
相
関
関
係
は
因
果
関
係
で
は
な
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
大
卒
者
の
年
収
が
高
卒
者

よ
り
高
い
こ
と
を
例
に
、
百
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。 


